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はじめに 

 ﾌﾗｲｱｯｼｭ(F)と石膏(G）及びｾﾒﾝﾄ(C)の三種材料(FGC)を利用する FGC 深層混合処理工法（FGC-DM）では、従来の

深層混合処理工法に比べて低強度の改良地盤を均一に造成できる特徴がある。1)  この特徴については，各種の

現場事例にて把握してきたが２），より正確な現象の把握のため実機の 1/4 ｻｲｽﾞの実験装置を用いて模型実験を実

施している。３） 本報告は，FGC-DM の模型実験結果のうち、安定材の攪拌混合性能と改良対象地盤の土質性状の

関係について記載するものである。 

実験方法 

 実験装置としては、実機の 1/4 の撹拌翼を持った試験装置を使用した。実験方法は、幅 50 ㎝の八角形の土槽に

ｶｵﾘﾝ粘土を投入し、その後吐出口から安定材ｽﾗﾘ-（染料にて染色）を注入しながら貫入及び引抜きを行う。試料

を 7 日間養生後土槽より取り出し表面を削出して混合撹拌状況を観察する。また，観察時の写真を用いて画像解

析を行い，撹拌混合性能を評価している 4）。 

実験ケース 

 今回の実験に用いた安定材の配合と実験ケースを表―１に示す。この配合に使用した石炭灰は、JISⅡ種灰で、

ｾﾒﾝﾄは普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄを使用した。 

表―１ 安定材の配合（FGC-DM）と実験ｹｰｽ一覧表 

ｹｰｽ NO 1 2 3 4 5 6 7 8 

W/F+C(%) 55 100 

F:C 10:4 
ｾﾒﾝﾄ添加量(kg/m3) 60 

P ﾛｰﾄ流下時間(秒) 12 9 

羽根切り回数(回/m) 540 360 

改良地盤土質 ｶｵﾘﾝ

(100%) 

ｶｵﾘﾝ(60%)

珪砂(40%) 

ｶｵﾘﾝ(20%)

珪砂(80%) 

粗粒ｶｵﾘﾝ 石灰 

石粉 

浚渫土 浚渫土 ｶｵﾘﾝ

(100%) 

50%粒径(μ) 3 7 150 10 48 25 25 3 

注）F：ﾌﾗｲｱｯｼｭ、C：ｾﾒﾝﾄ、W：水、W/F+C 及び F:C は重量比  

実験結果 

1. 改良対象地盤の土質性状と攪拌混合性能について 

改良対象地盤の土質性状と FGC-DM の攪拌混合性能を検討するため、ｹｰｽ 1 を基本として改良対象地盤土質性状

を変えたｹｰｽ 2～5(表―1)の実験を行った。土質性状を変えるために、従来のカオリン粘土に珪砂を加えてたもの

とカオリン製造メーカにて製造されている粗粒カオリンおよび石灰石粉を用いることとした。 

 攪拌混合状態については、安定材に赤色の染料を混合し、改良後の供試体（幅約 30 ㎝、高さ約 50 ㎝）を板状

に切り出し、安定材の攪拌混合状態を観察した。なお、改良対象地盤の色は白色である。 

観察結果を図―1～5 に示す。図―１では、改良部の上端と下端に赤色の安定材ｽﾗﾘｰのみが固化した部分が見ら

れるとともに、改良区域内部は層状に赤色の安定材ｽﾗﾘｰが分布し十分な混合がなされていないことがわかる。 

 この状態に対して、珪砂を加えた、ｹｰｽ 2,3(図―2,3)では、改良区域内部の安定材ｽﾗﾘｰは層状から面状に混合

されてきており、混合状態が良好になって来ている。 
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 また、粗粒ｶｵﾘﾝ（ｹｰｽ 4）については、上端に赤色部分は見られるもののｹｰｽ 1 に比べて安定材ｽﾗﾘｰの混合状態

は良好である。また、ｼﾙﾄ質地盤を模擬した石灰石粉(ｹｰｽ 5)については、改良区域が全域に渡って赤色を示して

おり、安定材ｽﾗﾘｰの混合状態はきわめて良好である。 

2. 浚渫土における実験結果 

 「1．」の人工的に模擬した地盤と比較するために実際の浚渫土にて実験を行った。この場合浚渫土の色が灰色

であるために染料を白色に変更している。この結果を図―6,7 に示す。この場合の混合状態については白色染料

のために不明確であるが、同様の実験条件におけるｶｵﾘﾝ粘

土地盤の実験ｹｰｽ（ｹｰｽ 8、図－8）に比べると混合状態は良

好と言える。 

3. まとめ 

全ｹｰｽの地盤材料の粒度分布を図－9 に示す。 

 この中で混合状態が不良なｶｵﾘﾝに比べ良好なｹ-ｽの地盤

の粒度は粗な状態に位置する。また、別途、粘性も測定し

たところ、ｶｵﾘﾝの粘性がきわめて大きい値であった。この

ように、細粒分が多く、粘性の強い地盤の深層混合処理に

ついては、その攪拌混合性能について留意する必要がある。 

最後に 

 石炭灰を利用した深層混合処理工法の撹拌性

能と改良対象地盤の土質性状について模型実験

により考察した。本研究は通産省石炭生産利用

技術振興補助事業の一環として実施した。本試

験の実施にあたり、ご指導頂いた（財）沿岸開

発技術研究センタ－他関係者各位に厚く御礼申

し上げます。 
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図－6 (浚渫土)   図－7 (浚渫土)   図－8 (ｶｵﾘﾝ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－9 改良対象地盤の粒度分布図 
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